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NRU 401
「CodeStream による DevOps を想
定したエラー分析対応の基本」
September 13th, 2022

15:00より開始致します。しばらくお待ちください。

音声が聞こえづらい場合は退出、再入室をお試しください。
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Safe Harbor
This presentation and the information herein (including any information that may be incorporated by reference) is provided for 
informational purposes only and should not be construed as an offer, commitment, promise or obligation on behalf of New Relic, Inc. 
(“New Relic”) to sell securities or deliver any product, material, code, functionality, or other feature. Any information provided hereby is 
proprietary to New Relic and may not be replicated or disclosed without New Relic’s express written permission.
Such information may contain forward-looking statements within the meaning of federal securities laws. Any statement that is not a 
historical fact or refers to expectations, projections, future plans, objectives, estimates, goals, or other characterizations of future events 
is a forward-looking statement. These forward-looking statements can often be identified as such because the context of the statement 
will include words such as “believes,” “anticipates,” “expects” or words of similar import.
Actual results may differ materially from those expressed in these forward-looking statements, which speak only as of the date hereof, 
and are subject to change at any time without notice. Existing and prospective investors, customers and other third parties transacting 
business with New Relic are cautioned not to place undue reliance on this forward-looking information. The achievement or success of 
the matters covered by such forward-looking statements are based on New Relic’s current assumptions, expectations, and beliefs and 
are subject to substantial risks, uncertainties, assumptions, and changes in circumstances that may cause the actual results, 
performance, or achievements to differ materially from those expressed or implied in any forward-looking statement. Further information 
on factors that could affect such forward-looking statements is included in the filings New Relic makes with the SEC from time to time. 
Copies of these documents may be obtained by visiting New Relic’s Investor Relations website at ir.newrelic.com or the SEC’s website 
at www.sec.gov.
New Relic assumes no obligation and does not intend to update these forward-looking statements, except as required by law. New Relic 
makes no warranties, expressed or implied, in this presentation or otherwise, with respect to the information provided.
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ウェビナー　各種ご連絡

１. ご質問がある場合は、 ”Q＆A”からご入力ください。

２. 本日の資料はこの後 ”チャット”でURLを共有します。アクセスできない場合は、
　　”Q&A”よりお名前とメールアドレスをご連絡ください。
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自己紹介

伊藤 覚宏 (いとう あきひろ)
New Relic 株式会社
シニアテクニカルサポートエンジニア

• OSS監視ソリューションのテクニカルサポート、クラウド環境の構築・設計、運用設

計の経験を活かしお客様をサポートいたします。

– 専門：監視、クラウドアーキテクト、AWS、 VMware、Zabbix
• インフラエンジニア

• クラウドエンジニア

• サポートエンジニア  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本日のゴール

• New Relic Code Stream を利用し、顧客体験と連携したアプリ開発、 Issue管理を体験する

• Errors in Boxを利用しSREと開発者の円滑なコラボレーションを体験する。

• New Relicにより “One Team”を実現し、顧客満足度の高いサービス開発の実現方法を理解する。
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アジェンダ

時間(目安) 内容

15:00 – 15:45 Code Streamの紹介とハンズオン環境のご案内

15:45 – 16:15 ハンズオン :Code Stream による開発者ロールプレイ

16:15 – 16:30 Errors in Boxの紹介とハンズオン環境のご案内

16:30 – 16:45 ハンズオン：Errors in Box によるSREの役割

16:45 – 17:00 まとめ、アンケートご記入
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CodeStreamとは
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CodeStream連携の３大特徴

1. コードベースでの会話可能！！

✓ 開発者は 開発ツールから離れることなく  コードと一緒に障害を確認できる

1. 「動いているコード」を間違いなく確認可能

✓ エラーが発生した  本番環境で動いているものと同じソースコード  を間違いなく確認

✓ New Relic - Errors Inbox からの 開発ツールとの連携

3. IDEだけでマルチチャネルのコミュニケーションが可能

✓ 開発ツールだけで運用メンバーとコミュニケーション  できる

✓ New Relic - 開発ツールの双方向コミュニケーション
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開発ツールでのNew Relicで観測したエラーの確認
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人依存の対応がパフォーマンスを妨げている

10

開発ツール群
でのコード確認

スペシャリティ依存
確認漏れ、勘違い

ミスコミュニケーション
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調査から修正までハイパフォーマンスで対応

11

開発ツール群
でのコード確認

＆コミュニケーション
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調査から修正までハイパフォーマンスで対応

12

開発ツール群
でのコード確認

＆コミュニケーション

1. コードベースでの会話可能！！
2. 「動いているコード」を間違いなく確認可能
3. IDEだけでマルチチャネルのコミュニケーションが可能

３大特徴
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New Relic - 開発ツールの双方向コミュニケーション
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開発者 と 運用者のコミュニケーション例

14

エラーが大量発生しているので対応をお願いします！

ユーザーに実害出てますか？新機能？

昨日リリースしたので新機能の可能性もありますね

（あー、俺担当じゃ無いやつだ。）バージョンいくつでしたっけ？

2021.10.22.2345のようです。

（バージョンからソースコード逆引きしないと ...）了解です。

いつ修正バージョン出せそうですか？

（そもそもバグかもわからないし、優先度もわからないし）すぐには答えられそう

に無いですね。チームで確認します。
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New Relic x CodeStreamの最大活用例

15

エラーが大量発生しているので対応をお願いします！

ユーザーに実害出てますか？新機能？

昨日リリースしたので新機能の可能性もありますね

（あー、俺担当じゃ無いやつだ。）バージョンいくつでしたっけ？

2021.10.22.2345のようです。

（バージョンからソースコード逆引きしないと ...）了解です。

いつ修正バージョン出せそうですか？

（そもそもバグかもわからないし、優先度もわからないし）すぐには答えられそう

に無いですね。チームで確認します。

NR1ダッシュボードやサー
ビスレベル管理機能で状
況確認。サービスレベルが
決められていると優先順
位が明らか。

開発やリリースのルー
ルを決めていない場
合、対応が難しいこと
も。
コミュニケーション以外
で解決できることはたく
さんある。
→CodeStream連携活
用！
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New Relic x CodeStreamの最大活用例

16

エラーが大量発生しているので対応をお願いします！

ユーザーに実害出てますか？新機能？

昨日リリースしたので新機能の可能性もありますね

（あー、俺担当じゃ無いやつだ。）バージョンいくつでしたっけ？

2021.10.22.2345のようです。

（バージョンからソースコード逆引きしないと ...）了解です。

いつ修正バージョン出せそうですか？

（そもそもバグかもわからないし、優先度もわからないし）すぐには答えられそう

に無いですね。チームで確認します。

NR1ダッシュボードやサー
ビスレベル管理機能で状
況確認。サービスレベルが
決められていると優先順
位が明らか。

商品検索APIのSLOエラーバジェットなくなりそうです。エラーもたくさん出ている

ので関係ありそうなのですが確認いただけませんか？

それはまずいですね。すぐ動ける人いるか確認して対応します。

（多分担当俺だ・・・）

開発やリリースのルー
ルを決めていない場
合、対応が難しいこと
も。
コミュニケーション以外
で解決できることはたく
さんある。
→CodeStream連携活
用！
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New Relic x CodeStreamの最大活用例

17

エラーが大量発生しているので対応をお願いします！

ユーザーに実害出てますか？新機能？

昨日リリースしたので新機能の可能性もありますね

（あー、俺担当じゃ無いやつだ。）バージョンいくつでしたっけ？

2021.10.22.2345のようです。

（バージョンからソースコード逆引きしないと ...）了解です。

いつ修正バージョン出せそうですか？

NR1ダッシュボードやサー
ビスレベル管理機能で状
況確認。サービスレベルが
決められていると優先順
位が明らか。

商品検索APIのSLOエラーバジェットなくなりそうです。エラーもたくさん出ている

ので関係ありそうなのですが確認いただけませんか？

それはまずいですね。すぐ動ける人いるか確認して対応します。

（多分担当俺だ・・・）

開発やリリースのルー
ルを決めていない場
合、対応が難しいこと
も。
コミュニケーション以外
で解決できることはたく
さんある。
→CodeStream連携活
用！

（ErrorsInbox、Logs、CodeStreamでエラー調査。バージョンを聞かなくてもク

リックするだけで目的のソースがわかるからすごい！）

これ新機能追加したときのデグレだ・・・

いつ修正バージョン出せそうですか？

エラーバジェット見る限りすぐ修正した方がいいと思うので暫定版すぐ出せるよ

う調整します。

わかりました。よろしくお願いします。
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画面利用シーケンス例

18

同じクラスでも、コミット情報を元にファイルが開
かれる
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CodeStream連携利用の想定ベストケース

19

1. 開発チームと保守チームがバラバラのケース

自分たちで開発していないので、ソースコードの構成を全部把握していない。

ソースコードをみなくても１クリックで目的のコードに到達。

2. 開発/保守チームと運用チームのコミュニケーションがメールやチャットなど

デプロイされているバージョンの正確な把握ができていない可能性も。

コミット情報に結びつけて確認できるので、ミスコミュニケーションを大幅削減

3. 複数アプリの障害・非機能要件確認をコードベースで行う SRE

複数のリポジトリを一度に管理可能。関連するコードに１クリックアクセスできるので、

バージョン管理ツールやGrepよりも素早くコードに到達し、生産性が向上
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ここがアツいよ！CodeStream

21

ここがアツい！① IDEですべてが完結！
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ここがアツいよ！CodeStream

22

ここがアツい！① IDEですべてが完結！

ここがアツい！② 流れるようにコードで会話！
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ここがアツいよ！CodeStream
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ここがアツい！① IDEですべてが完結！

ここがアツい！② 流れるようにコードで会話！

ここがアツい！③ アプリの問題コードがすぐわかる！
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ここがアツいよ！CodeStream

24

ここがアツい！①

ここがアツい！②

ここがアツい！③

IDEですべてが完結！

流れるようにコードで会話！

アプリの問題コードがすぐわかる！
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さまざまな便利ツールを駆使した開発...

25

リクエスト確認

不具合報告確認

対応完了報告

修正履歴
確認

修正追加
承認フロー

コーディング

有識者探索

Docに無い
仕様確認
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開発環境に全てを統合！

26

リクエスト確認

不具合報告確認

対応完了報告

修正履歴
確認

修正追加
承認フロー

コーディング

有識者探索

Docに無い
仕様確認 ♬
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Issue管理

メッセージング

IDE

多様な開発環境にフィット！

27

VS Code VS Code  
Insiders

Visual 
Studio

IntelliJ 
IDEA PyCharm WebStorm PhpStorm RubyMine

Rider CLion GoLand DataGrip AppCode

Android 
Studio

Asana
Azure 

DevOps Bitbucket

GitHub GitLab JIRA

Linear Trello YouTrack Slack Teams

ソース管理

GitHub GitLab Bitbucket
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タスクの管理からコードのマージまで一連の作業がIDE上で完結

● GitHubやJIRAなどと連携してIDEから

IssueやTaskの作成と管理が可能

● 修正ブランチも自動作成し、仕掛かり

中のタスクとブランチを自動連動

● PR作成、レビュー、マージもIDE内で完

結

● コンテキストを維持しているのでIssue
やブランチとも自動で関連付け

CodeStream

28
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タスクの管理からコードのマージまで一連の作業がIDE上で完結

● GitHubやJIRAなどと連携してIDEから

IssueやTaskの作成と管理が可能

● 修正ブランチも自動作成し、仕掛かり

中のタスクとブランチを自動連動

● PR作成、レビュー、マージもIDE内で完

結

● コンテキストを維持しているのでIssue
やブランチとも自動で関連付け

Issue作成

PR作成

PRレビュー、マージ

CodeStream
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ここがアツいよ！CodeStream

30

ここがアツい！①

ここがアツい！②

ここがアツい！③

IDEですべてが完結！

流れるようにコードで会話！

アプリの問題コードがすぐわかる！
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コードに関する非効率なやりとり...

31

チャットで聞いて回る

Issue/PRを漁る

Web会議でレビュー
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IDE上でコードについて直接会話！

32

チャットで聞いて回る

Issue/PRを漁る

Web会議でレビュー ♬ ♬
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● コード上で直接ディスカッションを開始

して会話が可能

● 修正者を探さなくても自動でメンション

（もちろん他の人も可）

● 会話に関するコードを探すことなく、コメ

ントから自動表示

● PRやIssueがクローズされてもコードと

関連づいて残るので過去の経緯の把

握が可能

● SlackやTeamsなどのコミュニケーショ

ンツールにも自動で同期

コードに関する

やりとりをIDE上で完結

CodeStream
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未コミットの修正の

レビューによる

レビューの軽量化

● コミット前のローカルの修正のレビュー

が可能（もちろんコミット済みも）

● レビュープロセスの軽量化と前倒しによ

る、後フェーズでの手戻り抑止とレ

ビューアの負荷分散

CodeStream
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“エンジニア” にはこんな世界が待ってる

35

• 開発チームは運用チームとのコミュニケーションコストを削減し、人い依存な
く、短時間で正確なバグ修正が可能になる
– 高度な技術知識とコミュニケーションスキル
– ソースコード構成の把握
– アプリケーションの理解

• 開発エンジニアは、本来の業務であるプロダクトの開発に時間を使えるよう
になる

• コードレベルの問題解決速度の向上により、運用チームと開発チームの負
担を最小限にリリースサイクルを早める事ができる
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事前作業

36

ここでは開発チームで最初に 1人だけ実施する作業を紹介してい
ます。

ハンズオン環境では既に実施済みです。
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参考
Organizationの
作成

37

はじめにCode Stream 
Organizationの作成を行いい
ます。
この操作は開発リーダーなど
の1人の人が行う作業のため、
参加者の方は実施不要です。
既に作成済みです。



© 2022 New Relic, Inc. All rights reserved

参考
Organization
へのUser追加

38

Code Stream Organizationに
チームメンバーを登録します。
Code Stream はメールアドレ
スでUserを管理します
今回は参加者の皆さんメール
アドレスを追加済みです。
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Code Stream 
ハンズオン
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前提条件

40

本ハンズオンでは IDEとして、Visual Studio Codeを前提としています。

異なるIDEをご利用の方は適宜読み替えてください。

CodeStreamの機能、使い方についてのハンズオンとなります、個別の Codeの記法、書き方については
扱いません
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アカウント構成図

Access Token

User Key

SAML

41
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アカウント構成図

Access Token

User Key

SAML

運営側より払い出し
Invitationからログイン

ハンズオンで作業

42
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AWS SSOへのログイン

https://d-9567758112.awsapps.com/start

ユーザー名 : nru401user0** 

パスワード：dfWet24e6sX!63d

1. ログイン画面へアクセス

GitLabおよびNew Relicのアプリが登録されて

いることを確認してください。

どちらもアクセスしてみましょう。

2. アプリ登録状況の確認

43

https://d-9567758112.awsapps.com/start
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GitLabログイン

44

GitLabにアクセスしたら、Sign in with 「AWS SSO(Japan NRU)」ボタンをクリックしてログインします。
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各キーの準備 1/2 (GitLab)

1. GitLab Access Token

CodeStreamのGitLab連携、Gitへのコミット用にGitLabのアクセストークンを発行します。
作成して保管をお願いします (*ハンズオン後こちらで破棄します )

45

apiにチェック

ボタンを押して作成

任意の名前を入力
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各キーの準備 2/2 
(New Relic)

46

Code Stream とNew Relic 
Accountを接続します。
Code Stream にNew Relicの
UserKeyを登録します。

API KeyからKeyを発行してく
ださい。
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CodeStream アカウントへのログイン

1, Invitationメールの確認

 「<メールアドレス> invited you 
to collaborate」というメールが届
いている事を確認います。

47
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CodeStream アカウントへのログイン

2, アドレス入力

IDEでCodeStream プラグインを開
きます。

Sign up 画面が表示される場合は
「Sign in」 をクリックして、メールア
ドレスを入力し「Sign in with 
Code」をクリックします。

48
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CodeStream アカウントへのログイン

3, 6-digitコードの確認

メールアドレスに対して 6
桁のワンタイムパスワー
ドが届きます。

4, コードでSign in

CodeStream プラグイン
に受信したワンタイムパ
スワードを入力してログ
インします。

49
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New Relicとの
接続

50

Code Stream とNew Relic 
Accountを接続します。
Code Stream にNew Relicの
AccessKeyを登録します。

これにはCoreUser以上の
Licenseが必要です。
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CodeStreamとGitLabの連携

1, GitLab Self-Managedを選択 2, GitLabのURL、Access Tokenを貼り付け
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ソースコードを修正し
てみる
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リポジトリの
clone

リポジトリをローカルに cloneして開
きます。
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GitLabからのプロジェクトクローン

1, VSCodeで Clone Git Repositoryを
クリックし、URLを入力

https://gitlab.sockshop.nrkk.technology/nru/catalogue

2, フォルダ選択等進みソースコードをクローン

54



©2008–20 New Relic, Inc. All rights reserved

CodeStreamで
の確認

リポジトリを確認したら、Code 
Streamプラグインを確認します。
IDE上でApplicationのErrorが確認
できるようになります。
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CodeStreamで
の確認

Errorを開きます。
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CodeStreamで
の確認

Errorを開き、スタックトレースを確
認すると、関連するCode行に自動
的に移動します。
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CodeStreamで
のコラボレー
ション

SREとのコミュニケーション。
New Relicを使っているSREから
のコメントもCode Streamで確認で
きます。
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CodeStreamで
のコミュニケー
ション

CodeStreamではCodeブロックに
対してコメントや Issueを作成するこ
とができます。

CodeStream自体がCodeを中心とした開発者同士のコミュケーションツー
ルになります。
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CodeStreamで
のIssue管理

CodeStreamから直接Issueを作成
することができます。

GitHubだけではなく様々なチケット管理ツールと連
携する事があできます。
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CodeStreamで
のCodeレ
ビュー

CodeStreamでは、リポジトリに
プッシュする以前に簡単に Codeレ
ビューを依頼する事ができます。
CodeStream上で完結するこのレ
ビューをFeedbackと呼びます。

FeedbackRequestでは、誰にどの
ファイルを見てもらうのかを指定す
る事ができます。
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CodeStreamで
のCodeレ
ビュー

Feedbackでは追記や承認、差し
戻しなどが行えます。
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CodeStreamで
のCode 管理

Feedbackで承認した変更はその
ままPull Requestにすることができ
ます。

PullRequestを実行する前にCode
をpushしておいてください。
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CodeStreamで
のCode 管理

そのままCodeStreamで
PullRequestのマージを行うことが
できます。
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ソースコードの変更

1, ISSUESからチケット選択 2, Start Workをクリック

画面左下のブランチを確認

65
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ソースコードの変更

66

3, Errorの修正
app/controllers/catalogue_controller.rbのメソッド”size”のソースコードを参考のように修正し
てコミットします。

 def size
    @tags = (params[:tags] || "").split(",")
    @socks = SocksCounter.call(@tags)
    render json: { "size": @socks[:size] }
  end
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ソースコードの変更

4, ソースコードをPush
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初めてのプッシュ時の認証

3, ダイアログにユーザー名を入力

4, GitlabのAccess Tokenをペースト

68



© 2022 New Relic, Inc. All rights reserved

Merge Request (Pull Request)の作成

1, +アイコンをクリック 2, タイトルを入れて  ボタンをクリック

コミットメッセージやチケット名
から簡単入力

69
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Merge Request作成後CICDパイプラインが実行
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New Relicでの確認

CD/CIパイプラインによりブランチ名付きのインス
タンスが構築され、New Relicから確認できます。
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Errors in Boxとは
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障害のボトルネックに的確に気づけるNew Relic

73
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プロアクティブ対応や、MTTx短縮に貢献

74

数週間→数分にするなど、自分たちで障害原因を理解できるようになった。
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プロアクティブ対応や、MTTx短縮に貢献

75

数時間以上かかる ”作業”がMTTRの方に残っている。
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New Relic One - Errors Inbox からの 開発ツールとの連携

76
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“CxO” にはこんな世界が待ってる

77

• 開発チームと運用チームの無駄な作業を削減し、生産性の高い作業にエン
ジニアリソースを投入できる。

• エース級の開発エンジニアがよりビジネス貢献の高い領域で活躍できる

• 質の高いサービスの維持と、新機能/新サービスの市場へのリリースサイク
ルが早まる

• エンジニアの仕事環境の改善
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ここがアツいよ！CodeStream

78

ここがアツい！①

ここがアツい！②

ここがアツい！③

IDEですべてが完結！

流れるようにコードで会話！

アプリの問題コードがすぐわかる！
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時間のかかる不具合対応...

79

開発者
テスター

/QA

XX操作でエラーになりました

いつ頃発生しました？

午前中ぐらいだったかと・・

うーん、ログ採取お願いします

ログ取りました

あれ、何も起きてないな。もう少し長めに

ログ取れますか？

…

どのぐらいの頻度ですか？

起きたり起きなかったりですね

いつビルドされたやつですか？

2022.2.17.1234です

ビルド時のソースに戻して問題箇所を探

さないと・・・
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IDEで問題コードを速攻で特定！
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開発者
テスター

/QA

XX操作でエラーになりました

いつ頃発生しました？

午前中ぐらいだったかと・・

うーん、ログ採取お願いします

ログ取りました

あれ、何も起きてないな。もう少し長

めにログ取れますか？

…

どのぐらいの頻度ですか？

起きたり起きなかったりですね

いつビルドされたやつですか？

2022.2.17.1234です

ビルド時のソースに戻して

問題箇所を探さないと・・・

開発者
テスター

/QA

XX操作でエラーになりました

あ、ほんとだ。ちょっとみてみます

昨日リリースしたバージョンで

不具合作り込んだっぽいです。

すぐに修正版を出しますね

（細かく聞かなくてもエラーの状況が分

かるの助かるわ〜）

ありがとうございます

お願いします！

♬ ♬
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OBSERVABILITY PLATFORM

● ユーザー体験からインフラまでシステム

の全容をリアルタイムに把握できるオブ

ザーバビリティ（可観測性）を全てのス

テークホルダーに提供

● アプリケーションのトランザクション処理

を観測し、ボトルネックやエラーをソース

コードやDBクエリの詳細度で即座に特

定
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CodeStream

システムのエラーから該当の

ソースコードへ

ダイレクトに到達

● 問題の詳細をすぐに把握。トラブル

シュートに必要な資料採取やQA/Ops
チームとのコミュニケーションを効率化

● 問題が発生しているコードを（リビジョン

込みで）自動的に特定してIDEに表示。

再現環境を作る手間をかけずに問題

発生箇所を把握

82
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開発者にオブザーバビリティを

スピーディかつ高品質に顧客価値を提供し続けるために、

開発者自身がフィードバックを得て改善できるスキルが重要に

ユーザー

ビジネス価値
/ 体験 / 品質

オブザーバビリティと改善の効率性によって次世代の開発者スキルを獲得

リリーススピード

オブザーバビリティ

性能 / バグ / 利用状況

新機能 / 改善

83
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Errors in Boxハンズオ
ン
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APMからのError確認

ログインしたらAPMからWebAppを
開きます。

85
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APMからのError確認

Errors を開き、どのようなErrorが
発生しているかを確認します。
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APMからのError確認

続いてErrors inboxを開きます。
Errors inbox では1件1件のError
ではなく、ErrorをGroup化して、そ
の傾向を表示し、より取り組むべき
Errorをわかりやすく表示します。
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APMからのError確認

ErrorGroupをクリックするとその
Errorに誰が取り組むのか、Error
の内容、そして開発エンジニアとの
コミュニケーションを管理すること
ができるようになります。

88
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APMからのError確認

Discussionsではたの担当者や
CodeStreamを使うエンジニアとコ
ミュニケションを取ることができま
す。
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APMからのError確認

Open IDEをクリックするとここから
IDEを起動しそのまま原因となって
いるCodeを表示することもできま
す。
そのままCodeStreamで開発や
コード管理を行う事もできます。

90
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ぜひNew Relicをお試しください！

弊社サイトからサインアップ
https://newrelic.com/signup

91

https://newrelic.com/signup
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New Relic One やオブザーバビリ

ティに関する基礎知識を座学にて学

習

New Relic One に含まれる3つの主

要機能に含まれる54の機能群を動画

で説明

New Relic One を実際に操作し、主

要機能を利用できる状態にするための

トレーニング

New Relic One へのサインアップや

エージェントインストールの方法など

のガイドを提供

Install NRU
100

NRU
200

NRU
300

インストールガイド 基本知識オンデマンドセミナー New Relic One 機能解説動画 ハンズオントレーニング (エンジニア一般向け)

NRU
400

ハンズオントレーニング (開発者向け)

Learning Path

New Relic One の開発者向け機能

を利用できる状態にするためのトレー

ニング

NRU Practitioner オブザーバビリティ入門 

NRU 101 New Relic One 入門

NRU201 Telemetry Data Platform

NRU202 Full Stack Observability 

NRU203 Applied Intelligence 

NRU 301 アプリケーションとインフラ性能観測

の基本

NRU 302 ダッシュボード開発とNRQLの基本 

NRU 303 SLI/SLO設計の基本 

NRU 304 AIOps とアラート設計の基本 

NRU 401 CodeStream による DevOps 
を想定したエラー分析対応の基本

APM / Browser  / Infrastructure / Logs 
/ Mobile (iOS/Android) / AWS統合 / 
Azure統合 / GCP統合 インストール手順

▶インストールガイド

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-re
lic/new-relic-faststep-guide

▶オンデマンドセミナー

(ページ作成中) 

▶主要機能解説動画

https://newrelic.com/jp/resources/data
sheets/nru201

▶開催スケジュール

https://newrelic.com/jp/events 

▶開催スケジュール

https://newrelic.com/jp/events 
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aito@newrelic.com
@qryuu

お疲れさまでした。

ご質問があればチャットにご記入ください

アンケートにご協力お願いいたします


